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ヴィルヘルム・ブッシュ
『パドヴァの聖アントニウス』について
宇佐美幸彦
I.
アントニウスと呼ばれるキリスト教の聖人は二人いる．一人はエジプ
トのアントニウス(251頃-356)で，中部エジプトに生まれ,20歳の時
に富裕な両親から相続した財産をすべて売り払って，貧しい人々に施し，
悪霊たちの誘惑にうち勝ち，いろいろな奇跡を行い， また修道生活の基
礎を作り，晩年は隠遁生活を送って, 105歳まで生きたと，伝えられる．
もう一人はパドヴァのアントニウス(1195-1231)で，リスボンの名家
に生まれ， フランシスコ会の殉教者に感動して同会士となり，晩年はイ
タリアで教職，説教に従事し，パドヴァに没した．
ブッシュのこの作品の題名は『パドヴァの聖アントニウス』となって
いるが，内容的には，誘惑との戦い，隠遁生活， シンボル的な付属物と
しての豚などが描かれており，主要な部分はエジプトのアントニウスの
生涯に基づいて記述がなされている．ブッシュはなぜこのような混乱を
招く表題をつけたのであろうか． カトリックではなく，プロテスタント
ではあったが，牧師の叔父のもとで育てられたブッシュが，二人の聖ア
ントニウスの違いを知らずに混同したとは考えにくい．ブッシュ自身が，
エジプトの聖アントニウスの特徴をパドヴァの聖アントニウスに移し変
えたと，甥のネルデケに語っている’のであり，ブッシュは聖人の伝記
を意図的にねじ曲げたといえる．
聖人伝説の持つ中世キリスト教的な権威や固定観念から離れて， 自由
に題材を取り扱うのは現代作家の特徴である． しかしプッシュのこの作
品に関していえば，単に自由に扱っているというばかりでなく，明らか
にカトリックの聖人伝説を否定し， これを裏返しにしようとする傾向が
見受けられる．ブッシュは聖人伝説を逆立ちさせ， 「アンチ聖人伝説」を
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作り上げたのである．聖人伝説の否定という基本線からすれば，偽看板
のような表題も首尾一貫していて， この作品にふさわしいものというこ
とができよう．
Ⅱ．
この作品の特徴について具体的に内容を取り上げて，検討してみたい．
1． 『マックスとモーリツ』と同様に本来の筋の展開にいたる前に導入部
｢はじめに」が置かれている． この導入部で注目すべきは，新聞を読んで
｢私」が低劣で俗悪な世の中について嘆く部分である．
「小説と詩，麦芽エキスと相場表，裁縫機，芝刈り機，洗濯機・口蹄
炎と旋毛虫……」と「私」は新聞に載っている単語を数え上げ，現代の
世の中にはもはや「キリスト教的な敬度さ」はどこにもなく，世の中は
悪くなるばかりだと嘆く (Bd.2,S.299).
なんの内容的な脈絡もなく，新聞の記事の見出し語と思われる単語が
羅列されていく． これは現代社会の横断面をモザイク的に描写するため，
同時進行の原理に基づいて行なわれた叙述である．表現主義詩人ホッデ
イスの有名な詩『世界の終わり』においても新聞記事から素材をえたと
思われる記述が混沌とした世界をモザイク的に鋭くえく．っている2が，ブ
ッシュのこの部分はホッデイスの前衛的な表現を先取りしているものと
評価することができる． またこのような同時進行原理はドイツ文学にお
いては1920年前後のダダイズムの同時進行詩やデーブリーンの『ベルリ
ン．アレクサンダー広場』 (1929年）のコラージュ的な記述のなかに一
つの系統として見られるものであり，それは筋の展開を時間的な継起に
従って記述する伝統的な文学の方法との対決を示しているものである．
レッシングは『ラオコーンjのなかで文学と美術に関するジャンルの
基本的な定義付けを行ない， 「時間的継起が詩人の領域であり，空間が画
家の領域である」3と述べている． しかし19世紀も後半になると，「空間
的芸術」としての美術と「時間的芸術」としての文学という古典的な区
別は，現代社会の発展に伴う混沌化によって不安定なものになり，ジャ
ンルの領域にもしばしば逸脱が見られるようになるのである．ブッシユ
の作品はドイツにおいて新しい試みが見られる最初の例の一つで，いく
78
つかの点では20世紀の現代芸術の先取りであり，時代の最先端の領域を
開拓したといえよう．
ブッシユはすでにパントマイム的一枚絵「名人演奏家」 (1865年）で，
一コマの絵の描写において， ピアニストの指や手を何本も描き込み，腕
の動きの早さを表現している (Bd.2,S.193).本来静止した美術的表現の
なかに，時間的な動作を描き込むという方法をブッシュは早い時期から
獲得していた． このように文字による記述のなかで，モザイク的に世の
中の出来事を同時進行的に描き，一枚の絵のなかに時間的な進行を取り
入れようとするブッシュは，独自の方法で，文学と美術を統合させよう
としていたといえよう．
しかしこの統合は「一枚絵」という大衆的な表現形態のなかでは，す
でに原理的に取り入れられていた．一枚の大きな紙のなかにコマ割的に
いくつかの場面を描き，物語的な筋の展開を行うのである．ブッシュの
新しい技法はそれをさらに押し進めて，一コマの絵のなかに，手や足を
何本も書き入れて，躍動する動きを示すこと， また，文字表現としては，
新聞という産業革命以後とくに発達した新しいメディアを取り入れて，
世の中の横断面を単語の羅列のなかに簡潔に表現したという点で特徴的
である．
2．第一章から，十章にわたって，伝記風に聖アントニウスの生涯が述
べられる．第一章は「幼少期の才能」という題がついており，子供時代
の「トニー」が紹介される．聖人伝のなかには若い時代に悪行を重ねな
がらも，それを反省して，後半生はキリスト教的な慈悲あふれる善人に
なった話はたくさんあるのだから， トニーが悪戯や，悪さを重ねてもそ
れ自体がとくに反キリスト教的であるということはできない．
カトリックの信者には斎日 (Fasten)が定められている.40日の間，
荒野で断食したイエス・キリストの苦難を追体験するため， この斎日に
信者たちは食事を控えめにし，鳥獣の肉を食べない． ところがこの斎日
である金曜日になると， トニーの隣人は戒律を破って，異端者の酒場に
行き，教会の落成式の祝典の時のようにソーセージや肉を食っており，
一方トニーは留守の間に， この隣人の家に忍び込み，庭のサクランボや
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スモモを盗み，小川で魚を釣って，母親に持って帰るのであった． また
トニーは「教会の祭式を厳密に守り」，近くや遠くのあらゆる教会に好ん
で出かけ， ’戯悔をした． しかしそれは熾悔をしたことに対して教会から
与えられる「告解証明書」を他の少年たちに売りつけるためであった．
寒い季節には， トニーは学校に行かず， 「静かな隠者となって考えにふけ
り」，寝ていた(Bd.2,S.304f.).
結局’ブッシュがこの章でトニーの少年時代に関して叙述しているの
は，始めから終わりまで，家屋侵入，窃盗，教会交付文書の密売，怠慢
という反道徳的，犯罪的行為なのである． この章の最後の部分で， 「トニ
ーはその才能を恩恵あふるる時代にキリスト教的精神の栄光にいたるま
ではぐくんだのであるが， この才能の萌芽は，早くもこの少年のうちに
見ることができるのであった」 (Bd.2,S.305)と，ブッシュが大げさな言
葉づかいでコメントしているのはもちろんキリスト教会に対する皮肉そ
のものである．
ところで，ブッシュがここで主として表現しようとしているのは，聖
アントニウスの伝記的叙述ではない．聖アントニウスの生涯を記述した
カトリック教会公認の『黄金伝説』では，エジプトの聖アントニウスは
富裕な両親の息子として生まれ，幼年時代の悪行についてはなにも具体
的なことは書かれていない4． ここに述べられているのはブッシュの自由
な創作と思われる．ブッシュの作品では伝記的な叙述を装いながら，キ
リスト教的な戒律の矛盾， アントニウス以外の一般の人々の堕落した生
活，教会の腐敗などを暴露することの方に，むしろ重点が置かれている．
少年トニーは教会の斎日には，たしかに肉料理は食べないが，それ以外
のものなら， 「アーモンドケーキ，蒸し団子，揚げ菓子， ワッフル，蜂蜜
ケーキ，パンケーキ」と， 「小麦粉と砂糖を材料にして，牛乳とシナモン
を添加し，柔らかい上等のバターを溶かし込んだもの」 (Bd.2,S､302)だ
ったら，たらふく食べるのであって， これではキリストの断食を思い，
信者としてその苦行をともに体験するという斎日の意味はまったくなく
なるのである． これはアントニウスヘの批判というよりも．宗教的な儀
式が形骸化してしまったブッシュの時代の現実をイローニッシュに表現
したものであろう．斎日といってもまったく絶食するのではなく， こう
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した抜け道によって，空腹になることはないのであるが，それにもかか
わらず， なおこの斎日にも肉料理を求めて，異端者の酒場へ行く隣人を
登場させて，信者たちの間では，最小限の戒律さえも守られていないこ
とが示される． この一般市民の堕落に対応して，教会は教会で， 「告解証
明書」を乱発し，金を稼ぎ， またその密売を黙認している． これらは何
百年も前の聖アントニウスの時代の話ではなく, 19世紀のブッシュの時
代におけるカトリック教会とその信者の腐敗ぶりに対するアクテュアル
な批判であろう．
3．第二章「恋愛と回心」の章では，思春期になったアントニオ青年の
恋の冒険物語が展開される． アントニオは少年の頃から年上のユリアに
あこがれていた．ユリアはすでに第一章に登場し， 「少し青白い顔をして
いたが，心がとても信心深く，敬度な少年トニーを引きつけてやまなか
った」のであり， ミサの時には「ユルヒェンがひざまずくところには必
ずトニーが近くにいた」 (Bd.2,S.304)のであった．第二章ではすでにユ
リアは結婚しているのであるが， アントニオは彼女に心を寄せ続けてい
て，夜になると， 「あるいは彼女の心を動かすかもしれない」と，彼女の
窓の前で訴えるようにツィターをかき鳴らした． とうとうアントニオの
彼女を思う心はつうじて，彼女が合図を送ってくれた． しかし彼女の部
屋に忍び込んだとたん， どたばた喜劇が始まる．武人と思われる彼女の
夫が，腰に剣を着け，拍車付きの長靴の音を立てて帰ってきたのだ．ユ
リアはアントニオを大きな桶の下に隠し，その桶の上で夫婦の愛撫が始
まるが，桶に一緒に飛び込んだ猫のしっぽが桶の縁に挟まって踏まれ，
猫はアントニオの仕業だと思って， アントニオを引っ掻き，噛みついた．
たまらずアントニオは逃げ出し，夫は剣を振り回して追っかけてくる．
アントニオは肥溜めのなかへ飛び込んで，かろうじて剣の攻撃から逃れ
た． この章の最後でアントニオは糞まみれになりながら， もう地上の女
性はこりごりで， 「元后聖母よ，御身こそわが心の女王となられよ．サル
ウェ・レギナ（元后，憐れみ深き御母)」とつぶや<(Bd､2,S.306ff.).
この誓いにもかかわらず，後述するように，その後，修道士となって
からも， アントニオは女性の誘惑に屈する （第三章）のであって， この
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聖母マリアをたたえる言葉は，たいへん皮肉なニュアンスを持っている．
すなわち，聖母マリア崇拝は， カトリック教会の伝統的傾向であり，サ
ルウェ・レギナは教会で唱えられる「聖母四交諏」の一つであるが， こ
れが単に口先だけの形骸化した空文句になってしまっており，実際には
不倫が日常的に横行している現実を，ブッシュはこのアントニオの恋の
冒険物語で暗示しているのではないだろうか． カトリック教会が神聖な
言葉として唱えるサルウェ・レギナを，ブッシュはまさに糞まみれの空
文句として描いているわけで， ここにブッシュの喜劇的な叙述の攻撃性
が鋭く表れている．
他方，女性の貞淑さも皮肉っぽく描かれている．第一章でユリアが最
初に登場したとき，ブッシュは，彼女は「,し､がとても信心深く，敬度な
少年トニーを引きつけてやまなかった」と述べ， 「善良な娘たちよ， この
ようなすばらしい模範を見ることはなんとためになることだろうか」と，
ユリアを善良な少女の模範として描いているのである． しかしこの模範
的少女こそが，第二章ではアントニオとの不倫（未遂）事件を起こすわ
けで， キリスト教徒の信心深さがいかに底の浅いものであるかが， この
模範的少女としての賛辞とそれに続くどたばた喜劇とのコントラストに
よって，鮮やかに印象深く明示されるのである．
夫婦の愛撫の場面の図示も注目に値するものであろう． この部分は文
書では， 「朴諮な夫は妻と愛撫を始めた」とだけたった2行で書かれてい
るだけであるが，画面としてはこの愛撫にブッシュは3コマを振り当て
て，夫が妻を抱き寄せ，妻が夫の膝にのり，二人で接吻を交わす様子を
描いており，かなりこの場面の描写に力点を置いているように思われる．
今日の性愛描写とは異なり，着衣のままであり，猫がアントニオに噛み
つく騒ぎで中断されてしまうので，ポルノといえるようなものではない
が，それでも19世紀のキリスト教的道徳のなかにあっては，接吻場面を
図示することはかなり大胆なことであったと考えられる． タブーへ挑戦
するブッシュの姿勢が示されているといえよう．後述するように，実際
にこのような場面が検察により 「根嚢図画」と見なされて， この本は押
収され，出版者は告訴されたのである．
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4．第三章は「聖母の肖像」と題されている． アントニオはすでに修道
院で暮らす修道士となっているが，絵の才能を発揮し，聖母マリアが天
国の門から現れる場面を描く．聖母の足下には悪魔が，醜い姿で描き込
まれているが， この悪魔はこのように描かれたことを恨みアントニオに
復讐しようとする．悪魔はカルメル会の修道女ラウレンテイーナの姿に
化け，夜中にアントニオの部屋にやってきて，一緒に駆け落ちしようと
誘惑する． 「控えめで，物静かで，敬度な」ラウレンテイーナをアントニ
オはかねてから高く評価しており，彼女からの誘惑にはなんの抵抗もな
く，逃亡の費用に充てるためか，修道院の厨子から神聖な器を盗み，修
道服に隠して，修道院から逃げ出す． しかし広い野原に出るとう突如，
善良なラウレンテイーナは，悪魔の姿になり，絶望するアントニオに復
譽を宣告し，修道院へアントニオの逃亡を告げに行く． しかしそこへ天
国から聖母マリアが現れて， アントニオに，あなたの絵を好ましく思っ
ており，私は恩寵を持っているので，安心するがよい， と告げる． アン
トニオは，やってきた修道士たちに捕まり，修道院の牢獄に収容される
が，聖母の恩寵で，翌朝には，悪魔がアントニオの身代わりとなって，
牢獄に収容されており， アントニオは解放され自由の身となって，いつ
もの画架の前で絵筆を取っているのであった．最後にブッシュは， 「絵画
は，神聖なものを描くとき，実に役に立つものだ」と，芸術の実用性を
強調して， この章を閉じている．
ここでも『黄金伝説』の聖アントニウスの話から，ブッシュは離れて，
自由に創作している． 『黄金伝説』では聖アントニウスは20歳の時に，
｢もしあなたが完全になりたいと思うなら，持ち物をことごとく売り払
い，貧しい人々に施しなさい」 （『マタイの福音書』 l9-21)という教え
を教会で聞き，全財産を貧しい人々に分け与え， その後，隠修士となっ
てからは悪霊の暴力にも，肉の誘惑にもことごとくうち勝ったとされる
のである5が，ブッシュのアントニオは，第二章でもはや地上の女性に
は心を動かされることはないと，誓ったにもかかわらず，それに続く第
三章で，すでに修道士となっているのに，悪魔が変装した女性にたわい
もなく籠絡されるのである．
この章の冒頭部にアントニウスが描いた聖母マリアの絵が大きくぺ－
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ジを割いて示され(Bd.2,S.314),また後半部で，悪魔にだまされたアン
トニウスをマリアが慰める場面でも同じように大きくページいつぱいに
聖母マリアが描かれている (Bd.2,S､319).このマリアを描いた2枚の
｢宗教画」に注目してみたい． タイヒマンは，ブッシュの芸術には古典的
芸術の素材が，パロディー化されて用いられているとして， このマリア
の場面をラファエロの「システイーナの聖母」 (1512-13年）の転用であ
ると指摘している6． ラファエロのこの有名な絵では，聖母は幼子キリス
トを抱いており，足下に悪魔も描かれていない7のに対して，ブッシュ
の絵ではマリアは右手を祝福するようにあげて，子供を抱いておらず，
天国の女王である印の王冠をかぶっており， このような重要な細部にお
いて異なっているので， この二つの絵を比較することが適切かどうか判
断することは難しい． ラファエロの「システイーナの聖母」では，上部
がカーテンの幕が三角形に開いた構成になったいるのに対して，同じラ
ファエロの「聖母戴冠」や「フォリーニョの聖母｣8では上部は丸天井風
の円形となっており，ブッシュの絵はこれと同じ丸い上部の形である．
(｢聖母戴冠」とは王冠という小道具でも共通している.）聖人の足下に悪
魔が踏みつけられているという構図は， とくに龍を退治した聖ミカエル
を描いた絵に典型的に見られる9． このように考えると，ブッシュは筋の
展開においても， 『黄金伝説』の聖人伝説を素材にしながら自由に変形さ
せ，独自の人物像を作り上げたのと同様に，個々の画面の構成において
もラファエロなどの古典的な素材を材料にしながら，かなり自由に変形
させて描いていると思われる．いずれにしてもブッシュが後光に輝くマ
リアの姿を画面の中央に大きく配置し，その上空にはかわいらしい天使
たちの群像を描いたのは，典型的なマリア崇拝の宗教画のスタイルを踏
襲しているといえよう．
しかしこの最初の絵と， まさに文字通り裏表の関係にある後半部の絵
にこそ注目すべきである．悪魔にだまされたアントニオを慰める場面で
のマリアの図は，同じ登場人物で，構図も同じ（中央にマリア，上方に
天使たちの群像，聖母の足下に悪魔）なのであるが，マリアは後ろ向き
で，背中を見せて，手はパイパイするような仕草である．天使たちも後
ろ向きで，全員がお尻をこちらに向けて反対の方向を向いている．漫画
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的なスケッチなのでそれほどの深刻さはなく，喜劇的なブラックユーモ
アとして理解されるのが妥当だと思うが， これこそ絵に描かれた「反宗
教画」と言うことができないであろうか． これはパロディーというよう
な生やさしいものでなく，宗教画をまったく裏返しにしてしまい， これ
を真っ向から否定するものと考えることができる．
5．第四章「天からの二つの声」では，修道士アントニオは教会の仕事
で，地方へ旅をする．同行者はアロペキウス博士である． この博士はた
いへん好色で，教会の仕事で派遣されているにもかかわらず，田舎の美
人が通るたびに，あいさつし，あごに手をかけて顔を起こしてのぞき，
聖人画を与えて，娘たちの胸の上で， ドミヌス・ウォビスクム（主汝ら
とともにあれ） と唱えるのであった． この章のアントニオはこの博士と
は対照的に，たいへんまじめで， このような俗世のたわごとからは距離
を保ち，元后マリアのみを慕って，サルウェ（元后，ご機嫌よろしく）
とかズブ・ トウウム・プラエシデイウム（汝の保護のもとに） と，マリ
アにあいさつし， 「後ろを振り向かなかった.｣(Bd.2,S.323f.)
そうしているときにたちまち雷雲が二人を襲う．博士は噺笑家で，雷
雲に悪態をつくが，突然，天から「殺せ，殺せ」という第一の声が響く．
続いて第二の声が「よろしい」と響くと，雷が落ち，博士を直撃する．
次の場面では，博士は焼けて灰のようになり，地面に倒れているが， ア
ントニオは「後ろを振り向かなかった.」そしてマリアをたたえ，祈るの
であった． アントニオがさらに進んでいくと，ふたたび第一の声が今度
はアントニオに対して「殺せ，殺せ」と叫ぶ． しかし第二の声は， 「だが
彼女が許さない!」と，天空に浮かぶマリアを指さす．やがて雷雲は過ぎ
去り，アントニオは危機を脱して，マリアに感謝する(Bd.2,S.325ff.).
このようにこの章では， アントニウスに関する限り，マリアへの祈り
がアントニウスの命を救うのであって， カトリック教会のマリア信仰の
立場でブッシュが記述しているように見える． しかしこの章での主役は
むしろアロペキウス博士ではないだろうか． この博士は教会の腐敗を体
現しており，聖人画をよこしまな心で娘たちに与え，神聖な祈りのあい
さつを娘たちの体に触れるために唱えるなど，職権を乱用するのである．
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あるいは，前章でのアントニウスの誘惑に対する弱さから推測すれば，
そしてまた， この作品全体を貫くブッシュのカトリック教会に対する攻
撃的な傾向から推論すれば， この章での， 「敬度なアントニオ」と「好色
なアロペキウス」は， ジキルとハイドのように人間の二つに分裂した状
況を，裏表の関係で表しているといえないだろうか．つまり同行者アロ
ペキウスは， アントニウスの文字通りドッペルケンガーととらえること
はできないだろうか．聖人アントニウスが，心のなかで思っていても実
行できないことを， アロペキウス博士は外に出して行動するのである．
6．第五章「教会の祭り」では，善良なキリスト教徒たちがパドヴァの
教会にたくさん巡礼にやってくる．それは効能あらたかな免罪符を手に
入れるためであった． この大勢の巡礼者のために教会の隣には飲食店が
あり， ビールやソーセージを出して繁盛している． しかし夜中にこの飲
食店が火事になり，すぐ隣の修道院にも火の手が迫る．僧侶たちはパニ
ックとなるが， このときアントニオは静かに祈りを唱え始めた． 「アウ
ェ・マリア， ムンディ ・スペス（世界の希望の光，聖母様)，われらあわ
れな僧侶を守りたまえ，あなたもご存じの通り，われらには必要なので
す，樽に入った葡萄酒が！ 」こう祈るとたちまち火の勢いは衰え，僧侶
たちは元気を取り戻し，神のお恵みに感謝して葡萄酒飲み放題の宴会を
する (Bd.2,S.330ff.).
ブッシュはこの章で， カトリック信者の巡礼が，実利的な免罪符を求
め， ビールやソーセージを飲食することを目的とするもので，宗教的な
内容に乏しいことを批判的に扱っているが， とくに印象的なのは， アン
トニオの祈りである．聖アントニウスはカトリック信者の間では火事の
時の救護聖人でもあるのだが， これをふまえてブッシュはこの聖人にま
ったく皮肉っぽい祈りの言葉を語らせるのである． アントニオの祈りは，
ラテン語を使い厳粛な調子でマリアへの呼びかけに始まるのであるが，
何よりもまず葡萄酒を守ってくれという直接的な要求がこれに続く．マ
リアへの精神的な祈りと，葡萄酒への現実的な欲望との落差はきわめて
大きく， ここに喜劇性が拡大再生産される．信者たちの前ではキリスト
教教義のお題目を唱えながら，実際には飲酒に耽り，通俗的な欲望の世
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界に生きる僧侶たちの生活実態をきわめて簡潔に，鮮やかに描いた場面
である．
7．第六章「ルステイクス司教」では， アントニウスの超能力がすでに
有名になり， 「しばしば精霊に導かれ，すばらしい合図や奇跡を行なっ
た」ので， アントニウスの話を聞こうと， キリスト教信者の群がアント
ニウスの立つ説教台や祭壇へと押し寄せた．するとこれに対して， 「悪魔
の業」だとか「魔術」だとかいう陰口がたたかれ， とうとうアントニウス
は告訴された．ルステイクス司教がアントニウスを尋問するのであるが，
やってきたアントニウスは早速，頭巾を脱ぎ，太陽光線を帽子掛けとし
て， これに頭巾を掛けるという超能力的芸当を披露する．司教はこれは
｢悪魔のペテンかもしれぬ」と，疑いの目でアントニウスを見るが，その
とき一人の捨て子が登場する． この子は耳も口も不自由で，誰もその子
の両親が誰か知らなかった． アントニウスがこの子に声をかけて，その
両親は誰かとたずねると， このとき奇跡が起きて，それまで口のきけな
かった子供が突然，語りだす． 「このルステイクス司教， この人が……」
すると司教はあわてて，子供の口をさえぎり， 「もうこれでよろしい． ア
ントニウス，あなたは神の僕だ」と，尋問を終える (Bd.2,S.333ff.).
ここではアントニウスの超能力を紹介しながら，教会の最高責任者で
ある司教さえも私生児を作っているという，教会の腐敗ぶりが暴露され
る．ルステイクス司教も，第四章に登場したアロペキウス博士と同様に
堕落した教会を代表する人物である． ちなみにラテン語のルステイクス
とは「いなか者｣， アロベキウスとは「はげ頭」という意味で， ともに悪
口で使うような言葉である．
8．第七章「告解」では， 「麗しのモニカ」という女性がアントニウスを
誘惑しようと試みる．彼女は熾悔をしたいと， アントニウスを自分の寝
室へ呼び寄せる．やってきたアントニウスの前で，モニカは一週間前の
金曜日の男友達との件を告白する．彼女は語る， 「ああ，敬虚なアントニ
オ神父様，彼は私のベッドの前に腰をかけていました， ちょうどあなた
と同じように.」アントニウスはまじめな調子で言った， 「続けなさい，
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いとしごよ’私は聞いております.」 (Bd.2,S.337f.)このセリフはレフレ
インのようになって，繰り返され，彼女の告白が続けられる．
モニカ， 「彼の指はほっそりきゃしゃで， 目は青く，髭はブロンドでし
た， ちょうどあなたと同じように.」アントニウス， 「続けなさい，いと
しごよ’私は聞いております.」モニカ， 「彼は私の手を自分の唇へ持っ
ていき，やさしく愛撫して吸いました，ああ，すばらしいアントニオ神
父様， ちょうどこのように､」アントニウス， 「続けなさい，いとしごよ’
私は聞いております.」モニカ， 「今度は彼は口を私の頬に押しつけまし
た．彼は言いました，愛する人よ，僕のこと好きかい， と．そうです，
私はあなたをとっても好きよ’ とわたしは言いました．そうです，大好
きなすばらしい神父様，私はあなたをとっても好きよ’ ちょうどこのよ
うに､」こうしてモニカはアントニウスをベッドのなかへ引き入れようと
するが， このときばかりはアントニウスはもはや同じレフレインを繰り
返すのではなく， 「不埒な女め，その魂胆はもう分かった」と，声をあら
げて怒鳴り， きびすを返して， ドアをパタンと閉め，階段を下りていっ
てしまった(Bd.2,S.339ff.).
「告解」によって，神父は信者の秘密を知り，その情報の上での優位
は，教区の信者に対する教会の支配の基礎をも作りだしているのであろ
うが，不埒なモニカはそれを逆手に取り，神父を誘惑しようとする． こ
こでは「告解」のいかがわしさが，誘惑する女性の方から明るみに出さ
れている． この章の最後に， アントニウスが出ていってしまった後，モ
ニカは， 「私は何人もの修道士を知ってるが， こんなことになったのは初
めてよ」 (Bd.2,S.343)と，つぶやくが， このセリフで，修道士たちへの
厳しい批判が明確に表されている．
同じセリフが繰り返され，行動はだんだんとエスカレートしていき，
最後の頂点へと高まっていくという筋立ては， メルヒェンに典型的に見
られる語り口である．ブッシュは故郷のヴイーデンザールでメルヒェン
に興味を持ち，その収集に従事したという経験があるが， ここではメル
ヒェンの持つ大衆的な叙述方法をブッシュが応用しているのである．
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9．第八章「巡礼」は一種の冒険證である． 「キリ;スト教徒なら誰しも，
一度は聖なる墓を拝みたいという衝動を感じる」のであり， アントニウ
スは聖地エルサレムへ巡礼の旅に出る．彼はロバに荷物を積んで出かけ
るが，途中で熊が襲いかかり， このロバを後ろの方から食いつき，丸ご
とだんだん前へと食っていき，すべて食べ尽くしてしまう．アントニウ
スは，平然として，今度は熊に荷物を積み， 自分もそれにまたがって，
エルサレムまで快適に乗っていく．帰りにはエルサレムのサロモンの寺
院にころがっている大きな石を土産に積んで，ふたたび熊に乗ってパド
ヴァに戻った．やっと解放された熊は「もう俺は一生の間ロバなど食っ
たりしないぞ」と，ぶつぶつ不平を言って森へ帰る(Bd.2,S.344ff.).
『黄金物語』でも，聖アントニウスが，聖パウルスを葬るとき，墓を
掘る道具がなく困っていると，二頭のライオンが出てきて墓穴を掘っ
た10と記されており，超能力を持つ聖者が，熊を自由に扱っても，聖者
伝説のなかではそれほど特別なことではない． しかし問題はなんのため
に超能力を使うかという点である．聖者伝説では超能力は，神の力を示
すために用いられるのであり，二頭のライオンも偉大な聖人の聖パウル
スを埋葬するというキリスト教の共同体としての事業のために登場する
のであって，決して個人的な利益のために行動するのではない． ところ
がプッシュのエルサレム巡礼の時の熊は， まったくアントニウスの個人
的な利益のため， とくに大きな石を記念に持ち帰るという個人的な欲望
を満足させるために用いられるのである．
このためこの巡礼の冒険物語は，聖者伝説というよりも， ミュンヒハ
ウゼンの『ほら吹き男爵』のような民衆的文学の伝統の系列に入れる方
が適切ではないかという印象を受ける． とくに熊がロバに食いつく場面
は，本来残酷なものであるが，後半身が熊の口のなかに入り，前半身だ
け生きて前で立っている姿に描かれており，非現実的であると同時に，
ユーモラスな笑い話の傾向を示している． 『ほら吹き男劇のなかで，馬
に水を飲ませようとしたら，いつまでたっても飲みやまないので，男爵
が不思議に思って後ろを振り向いてみたら，馬の胴体が半分に切れてお
り，後半身がなくなっていたので，水が漏れっぱなしになっていたとい
う笑い話がある''が，このロバの場面はそのような大衆文学を意識して，
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』
一種の笑い話のヴァリエーションとして描いたものであろう．
10．第九章「最後の誘惑」は，第七章の変奏のようであり，女性が聖ア
ントニウスを誘惑しようとするが失敗に終わる．聖アントニウスが一人
で読書をしていると，突然かわいらしい娘が現れる． アントニウスは平
然として， 「そうしてじっと見ているがよい．私のキリスト教的安らぎの
邪魔にはならない」と言う． アントニウスが読書を続けると，娘は聖人
の耳の後ろをくすぐる． アントニウスは平然として． 「そうしてコチョコ
チョくすく、るがよい．私のキリスト教的安らぎの邪魔にはならない」と
言う． とうとう娘はアントニウスの膝にのり，聖人の左や右の頬に接吻
した． アントニウスはもはや平然としていることはできず，飛び上がっ
て，十字架を手に取り，怒鳴った， 「離せ，汚い悪霊め． さあ，おまえの
正体を見せるがよい.」すると，大音響とともに娘は悪魔の姿になり，暖
炉の煙突から逃げ出していった(Bd.2,S.350ff.).
第七章の「麗しのモニカ」と違う点は， この章では誘惑する女性が実
は悪魔であったという正体暴露がなされることである．話の展開として
は，悪魔の誘惑に対して，毅然として立ち向かう聖人の姿が描かれてお
り，キリスト教会の聖人伝説の立場でこの章は述べられてるといえよう．
しかし添えられた絵の描写を見ると，たとえば，第五章の「教会の祭り」
の章では，文章の叙述も短いのであるが，絵としてはたった2コマしか
一つの章に割り当てられていないのに対して， この第九章では娘の誘惑
場面だけで七つのコマが大きなカットで与えられており，ブッシュが誘
惑する娘の姿をかなりの比重を持って描こうとしたと考えられる．娘は
聖人にすり寄り， スカートを振り上げて踊り，聖人の膝にのり， キスを
するというように，痴態をくりひろげるのである．
ll.第十章には「隠遁生活と昇天」という題がついている．これが最後
の章であるが， ここで聖アントニウスは「完全に現世を放棄し」て，森
の奥深<で隠遁生活に入る．聖者は同じところに座り続け，体は干から
び，耳や鼻からは野草が生えてくる． 「信ずべき合図がやってこなけれ
ば，私は一歩たりともここを動かない」と， アントニウスが語るが，そ
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のとき突然，豚が森から出てきて，地面を掘った．豚はそこにきれいな
泉と，高級キノコのトリフを掘り出したのである． アントニウスは感激
して，その後はこの豚と共同生活を送る． こうしてなおも長い間，聖者
と豚はともに隠遁生活を送ったが， とうとう最後には， 同時に死亡し，
一緒に天国に上った．豚の昇天にユダヤ人もトルコ人も驚くが，天国の
門からは，第三章でアントニウスが描いたのと同じ姿で，聖母マリアが
現れ， 「ここへはたくさんの羊がやってきます． どうして誠実な豚がここ
へ来てはいけないといえましょうか」と言って，天国に聖者と豚を招き
入れる (Bd.2,S.361ff.).
テオス（神）を表すT字型の十字架，悪魔を退散させる鈴，そして豚
が，聖アントニウスのいわばトレードマークとして， ヒエロニムス・ボ
ッスをはじめ， この聖人を扱った多くの聖人画に描かれている． しかし
豚そのものは， カトリックの聖人伝である『黄金伝説』には出てこない．
1050年になってこの聖人の墓が，コンスタンティノープルからフランス
に移された後, 1095年にフランスの貴族が丹毒の病気にかかり，この聖
人に祈ったところ，病気が治ったことから， この貴族はアントニウス教
団を設立した．そしてその後，聖アントニウスは疫病の聖人として有名
になったのである．丹毒は「アントニウスの火」と呼ばれるようになり，
豚の脂が丹毒に効くとされたため，豚がアントニウスの付属物となった
のである12.
ボッスの絵でも隠遁生活の場面で豚が描かれているが，天使に連れら
れて空を飛ぶ場面では豚は同行しておらず13,「豚の昇天」というアイデ
ィアは，ブッシュによるものと考えられる．そもそもドイツ語のSchwein
は汚らわしいものの代名詞で，不良，不潔，不道徳な人に対して用いら
れる．新約聖書でも，ゲラサ人の地にやってきたイエスが，悪霊にとり
つかれた人から悪霊を追い払い，二千匹もの豚に乗り移させる話があり
(『マルコの福音書』5-12/13),キリスト教社会では豚はやはり否定的な
意味合いで扱われることが多い． またイエスは「いのちに至る門は小さ
く，その道は狭く，それを見いだすものはまれです」 （『マタイの福音割
7-14)とか， 「私に向かって『主よ，主よ』と言う者がみな天の御国に
入るのではなく，天におられる私の父のみこころを行なう者が入るので
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す」 （同7-21)と語っており，そもそも天国の門は「狭き門」 （同7-13)
であって，人間でもたやすく入れるものではない．ふつう 「昇天」と言
うときはイエスやマリアの場合のことであって，死後直ちに「昇天」で
きるのは， イエスやマリアという主なる神の直接的関係者に限られるの
である．そしてイエスとマリアの昇天の日はカトリックにとって神聖な
宗教上の祭日なのである． この宗教上神聖で，威厳に満ちた昇天を，一
般にたいへん汚らわしいと思われている豚と結びつけたという点におい
て，聖人伝説の枠組みを破壊しようとする，ブッシュの意図がうかがわ
れる． まさにブッシュは聖人伝説を逆立ちさせ，反聖人伝説を作り上げ
たといえよう．
Ⅲ．
このように伝統的な権威であるカトリック教会を批判的に扱ったブッ
シュの作品の出版は， 当然のことながら困難であったし， また出版後も
問題を引き起こした．ブッシュは1860年代初期にこの作品の基礎になっ
た絵を「若いミュンヒェン」のカリカチュア雑誌に載せていたが， これ
を拡大して， 『マックスとモーリツ』とほぼ同じ時期の1864年にこの作
品を完成した14．『マックスとモー'ノツ』 （1865年）の成功でブッシュは
一躍有名になるが，それ以前は，画家になろうとしてデュッセルドルフ
やアントワープの美術学校に通い， ミュンヒェンに出たが，画家として
成功を収めることができず，親が期待した市民的な職業に就くこともな
く，独身のボヘミアン的な，いわば「芸術家くずれ」であり， 「挫折した
芸術家」であった． 「若いミュンヒェン」の芸術家仲間で風刺画を描いて
いるところを， カスパー・ブラウンに見いだされ， この人の経営する雑
誌「フリーゲンデ・ブレッター」や大衆的な絵草紙「ミュンヒェンー枚
絵」の画家として， ようやく絵で収入をえるようになったばかりであっ
た． こうした知名度の低さにおいては，後に世紀のベストセラーとなる
『マックスとモーリツ』さえもすんなり出版できたわけではなかった．ブ
ラウンの金銭面での強欲さに好感を持っていなかったブッシュは『マッ
クスとモーリツ」の原稿を, 1864年に有名な画家ルートヴイヒ・リヒタ
ーの息子で出版業のハインリヒ・リヒターのところへ出版してもらおう
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と持ち込むが， リヒターはその出版を断った． まだ名前が売れていない
ブッシュのこの作品を断ったのは， リヒターの経営センスがかけていた
からに違いないが， リヒターはブッシュの『おどけた絵』 (B""0sse")
を1864年に出版しているのであるから，『マックスとモーリツ』の作品
内容がリヒターにとって気に入らないものであったと判断すべきであろ
う．おそらくリヒターの感覚のなかには，子供を描く絵というものは，
父のルートヴイヒ・リヒターの絵やその他の一枚絵の多くに見られるよ
うに， 「望ましい子供」が牧歌的，教育的に描かれているべきものという
固定観念があり， 『マックスとモーリツ』のように社会の規範を破り，社
会に対して批判的，挑発的なものを彼は評価しなかったと思われる．ブ
ッシュは仕方なくミュンヒェンのブラウンの経営するブラウン．ウン
ト ・シュナイダー社から出版してもらうことになるが，ブラウンは最初
に1000グルデンをブッシュに支払っただけで，その後何回版を重ねても
作者にはまったく報酬を払わず，すべて自分の懐に入れたのである15．
『マックスとモーリツ』のような子供の悪戯でも出版を断られるく、ら
いであるから， まして鋭くカトリック教会を批判し，挑発的な女性の姿
を描いた『聖アントニウス』が出版まで粁余曲折を経たのも当然である．
この作品をカトリックの強いミュンヒェンで出版することはまず不可能
で，ブッシュははじめからミュンヒェンのブラウンに頼むことは考えて
いなかったようである． まずブッシユは1864年にこの作品をカール・ハ
ルベルガーに500ターラーで売り渡した16．この人の兄弟のエドウアル
ト ．ハルベルガーがシュトゥットガルトで出版業をしており，その雑誌
『海山を越えて』 （脚gγLα"‘〃"dMc")にブッシュはそれまで寄稿した
こともあって，ブッシュはこの作品をここから出版してもらうことを期
待したのであった． カール・ハルベルガーはその報酬の一部をヘビース
モーカーのブッシュに葉巻で支払ったが，作品の版木を彫らせ，作品を
印刷するばかりの形で完成させた． しかし結局ハルベルガーは6年もの
間この作品を寝かせたままで，ついに出版することなく, 1870年に出版
権をラールのモーリツ・シャウエンブルクに売り渡した． こうしてよう
やくこの出版社から発行され， この作品は日の目を見るのである17．ハ
ルベルガーが出版を傭膳した理由は手持ちの資料では明らかではないが，
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おそらく内容的にカトリックに対してあまりにも攻撃的であるので出版
に踏み切れなかったのであろう． というのも彼が傭路している6年の間
にブッシュの「マックスとモーリツ』は出版され評判になっており，内
容に問題がなければ出版者としてこのチャンスを見逃すはずはなかった
と思われるからである．
1870年，ライプツイヒの春の見本市で『聖アントニウス』は発表され
た．評判はよく，売れ行きも好調であった．甥のネルデケは， 「朝のパー
ティーで出版社が見本刷りを提示したライプツイヒにおいて， もう最初
の千部は売り切れてしまい，その後も順調であった」と述べている18.
しかし出版後もこの問題の書物はいろいろなエピソードを生みだす．
1870年8月19日，出版社シャウエンブルクの置かれていたバーデン国で
警察がこの書物を押収した． これは1870年7月14日に普仏戦争が始まり，
国内の批判的な言論を統制し，いわゆる「城内平和」を保とうという社
会心理状態のなかで行なわれた措置'9で，検察はこの作品のなかに狼褒
な表現があり，神に対する冒涜がなされていると判断した．出版者シャ
ウエンブルクは， 「出版によって行使された宗教誹誇のかど」で， また
｢狼藝な書物によって公衆に嫌悪の情を惹起したかど｣20で，オッフェン
ブルクの地方裁判所に告訴された．
ホウベンによればこの裁判所の書類はすでに処分されている2'とのこ
とで，裁判記録を直接見ることはできないが， ホウベンの書物にはブッ
シュの甥のネルデケがこの裁判について語っている文書が掲載されてい
るので， これを中心にこの裁判の模様を見てみたい． ネルデケは次のよ
うに述べている． 「とくに問題になったのは最後の部分で，マリアが聖ア
ントニウスとその忠実な豚に天国に入るのを許し， 『たくさん羊がやって
くるのに， どうして誠実な豚がいけないのでしょうか』という言葉を語
るところである．……告訴が行なわれたとき， シャウエンブルクは伯父
のところへ， この作品の基礎となっているカトリックの聖者伝説の元資
料を送ってほしいと依頼をしてきた．伯父がついでの折に私に語ったと
ころによれば，伯父はこの依頼をかなえることはできなかった． という
のも伯父はたしかに聖人伝説の研究から示唆は受けたが，直接そこから
受け入れたわけではなく，エジプトの聖アントニウスの特徴を，パドヴ
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ァの聖アントニウスに移し変えたからであった． さらにシャウエンブル
クは，ブッシュにオッフェンブルクの審理へ出頭するように依頼してき
た．伯父の法律顧問をしていたハノーファーのエプハルトの忠告に従っ
て，伯父はこの依頼に応じなかった． というのも伯父が告訴されたわけ
でもなく， 『外国』のバーデンでの審理は伯父となんの関わりもないの
で，バーデンヘ行くことは面倒を起こすだけ， ということであった.」22
結局， この裁判は1871年に無罪判決となり，押収は取り消されたが，
シャウエンブルクは慎重を期して， この裁判後のいくつかの版では問題
となった最後の部分を自主的に削除して出版した23．
プロイセンではこの書物の取り扱いはバーデンとはまったく異なって
いた．普仏戦争に勝利してドイツ統一をなしとげたビスマルク政権は，
カトリック教会に対する支配を強化するため， いわゆる「文化闘争」
(1871-87年）を展開したのである．この文化闘争の主要な措置は, 1871
年の帝国憲法改正による教会の言論統制に始まり，プロイセン学校管理
法（72年）による教会の教育活動に対する規制，イエズス会法（72年）
による布教活動の制限， 「五月法」 （73年）による聖職者の任免への介入
などである． この文化闘争に利用された形で， カトリック批判を主要な
内容とするブッシュの『聖アントニウス』は政府からはなんらの弾圧も
妨害も受けることなく出版された．
ローマ聖庁とビスマルク政府という二つの支配者の間での権力闘争と
いう背景のなかで，いわばその間隙をぬってこの本には自由な出版のチ
ャンスが与えられていたわけだが， この幸運な時期もビスマルクの政策
転換とともに転機を迎える． 70年代に，カトリック側が中央党を組織し，
選挙で国民の支持を獲得して， ビスマルクの政策に抵抗を示し， また労
働者階級を支持基盤とする社会民主党の台頭によってビスマルクの権力
は安定度を弱め始め，プロイセンの政治状況は変化を示した． カトリッ
ク教会との対決をいつまでも続けることは不利だと判断したビスマルク
政権は, 1878年2月7日に教皇ピウス9世が死去したのを契機に，後継
者のレオ13世に対して和解政策を取るようになった．カトリック教会側
への「小さな贈り物｣24として，和解の意志を示すため，政府側によっ
てブッシュの本は利用された． 『聖アントニウス』はプロイセンでは第7
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版までなんの異議も提出されずに出版されたのであるが, 1878年5月に
なってこの本の第8版がポーゼンで警察に押収されたのである25．この
事例において，出版物に対する支配者の検閲の基準は一律に固定されて
いるものではなく，その都度の政策的な措置によって変化するものだと
いうことが明確に示されている．
オーストリアでのこの書物の取り扱いは検閲の歴史のなかで例を見な
い特別なものであったと，ホウベンは述べている26．それは検閲のやり
方が特別であったというのではなく，検閲に対して，言論と表現の自由
を獲得した対抗処置が特別だったのである．保守的でカトリック支配が
強固なオーストリアでは『聖アントニウス』は当初から発禁で出版の可
能性はなかった．プロイセンをはじめドイツ各国では販売され，版を重
ねて人気のあるプッシュのこの本をオーストリアでも普及しようと，全
ドイツ党の国会議員（ルードルフ・ベルガーら）がブッシュ支援の活動
を行なった．同党はブッシュの生誕70年を契機に,1902年4月16日の第
122会議で，法務大臣フォン・シュペンスーボーデン男爵に，「質問」を
提出し， 「この作品の次のような内容」を大臣が知っているかどうか，禁
止の理由はなにかとたずねた． これに続いて作品全体が国会において朗
読された．大臣はこの質問に答弁することは適切でないとした． しかし
プッシュの作品は『1902年のオーストリア帝国国会下院会議速記議事録』
に収録された．その会議報告書が一部ブッシュのところへ送られてきて，
出版社はこの本のオーストリア向けの版に， この文書は国会の議事録を
再録したものであるという注釈をつけた． こうしてこの書物は免責特権
を持つにいたり，警察も大目に見たのである27．
『聖アントニウス』がいかに社会批判的な内容の本であったかは，以
上のようなこの書物の出版をめく'る状況からも明らかであるが，最後に
この作品の特徴についてまとめておきたい． こまかく見ていけばいろい
ろな指摘が可能であろうが， この書物は少なくとも，①民衆性，②規範
の破壊，③新分野の開拓，④反聖人伝説という4点で注目に値すると思
われる．
第一に民衆性という点であるが，ブッシュは「一枚絵」 (Bilderbogen)
という大衆的芸術の伝統から出発していた． 「一枚絵」はおもに民衆のた
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めに聖画像を描いた14世紀の木版刷りから始まり，民衆の情報源，教育
手段，娯楽品として普及した． とくに19世紀にはノイルピンのグスタ
フ・キューンによって「一枚絵」が大量生産され，広く大衆に受け入れ
られて，新聞や雑誌が普及する前の時代のマスメディアの役割を果たし
ていた． カスパー・ブラウンはこの｢一枚絵」の流行に目を付け,1849
年にミュンヒェンで「一枚絵」の製作を始めた． ノイルピンのキューン
の印刷所では匿名の職人が絵を描いており，芸術性という点では不十分
なことも多かったが，ブラウンはブッシュのように芸術大学で高等教育
を受けた人々を画家として雇い，芸術的にも質の高い「一枚絵」を製作
した． 19世紀までの見せ物的なブレットルが，20世紀初頭に，ヴオルツ
ォーケンやビアバウムらの努力で一流の詩人や音楽家を起用して芸術的
なキャバレーに発展したように， ミユンヒェンにおいて「一枚絵」はそ
れまでの使い捨ての実用品という基本的性格から，質の高い娯楽品， さ
らには芸術的作品としての性格も持ち合わせるものへと変質したといえ
よう．ブッシュはブラウンの依頼によって「一枚絵」の制作を始め，大
衆的芸能の伝統を継承しつつ， これを質の高いものへと高めたのである
が， さらに「一枚絵」の枠組みを越えて，連続ページの本という形での
絵物語という新しいジャンルを開拓した． これは20世紀の漫画という大
衆文化の先取りであり，歴史的に見ればブッシュは大衆的な「一枚絵」
から大衆的な「漫画」へいたる発展過程のなかで大きな役割を果たした
といえる．
『聖アントニウス』のテクストは，現在の漫画のように「吹き出し」
の形で絵のなかに組み込まれているのではなく，絵とは切り離されて絵
の上下に韻文で書かれている． この韻文に注目すると， ヤンブス （抑揚
格）が優勢であるがところどころトロヘウス（揚抑格）が混じり, 1行
4揚音で平行韻を踏んでいく形式であり， これはハンス・ザックスが得
意としたという民衆的なクニッテル詩形と呼ばれるものである． この形
式は抑揚格でも揚抑格でもかまわないという，かなり自由度の高いルー
ズなリズムで，長編の物語を大衆的な語り口で叙述するのに適している．
ブッシュは生前には発表しなかったが自ら杼情詩も制作しており，全集
に収められたブッシュの詩を見るとハイネ的な民謡調を基調としている
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ように思われる28．この韻文の特徴からもブッシュは民衆的な芸術を基
本にしているといえよう．
ブッシュの叙述方法には大衆的文学の伝統から生まれたメルヒェンの
要素が多分に取り入れられている． アントワープでの美術学校の修学を
病気で中断しなければならなかったブッシュは， ミュンヒェンに出る前
に故郷のヴイーデンザールでしばらく過ごし， この時期に村の人々から
民話や民謡を聞き取り， とくに低地ドイツ語の話も集めて民話集『古い
時代から』 （〔/Mﾉeγ〃e"=ausalterZeit)にまとめている．メルヒェンの
典型的な表現形式でブッシュがこの作品のなかに取り入れていると思わ
れるのは， とくに，①同じパターンの繰り返しによる筋の展開のせり上
げ，②二極対比による極端なコントラスト （アントニウスとアロペツイ
ウス， 「聖人画」の表と裏など)，③メルヒェンに見られる非現実的・紙
細工的描写（メルヒェンで指を切っても血が流れないのと同様，熊に食
われるロバは血も流さずに前半身で立っている)，④デイテールを省略し
輪郭をくっきり描く描写（たとえばルートヴィヒ・ リヒターが人物や風
景の絵で美化しながらも細部を詳しく描いているのに対して，ブッシュ
はメルヒェン的に輪郭重視の絵を描き，誇張や動きを可能にしている)，
などの点である．
以上のようにこの作品でブッシュは絵においても文においても民衆的
な芸能を引き継ぎ，民衆的な表現形式を取り入れたということができる．
第二に伝統的規範の破壊という点であるが，ブッシュの作品は芸術家
としての屈折のなかから生まれたといえよう．ブッシュはハノーファー
の工業学校で学び，工業社会の先端で技師として活躍するという，当時
の市民の典型的出世コースをドロップアウトして，工業学校を中退し，
デュッセルドルフの美術学校へ通う． しかし同じデッサンばかり繰り返
す授業に飽きたらず， アントワープの美術学校に移る． ここではニーダ
ーランドの巨匠たちの絵画に接して，多くのものを学ぶが，病気で故郷
へ戻らざるをえない．その後ミュンヒェンの美術学校へ行くが，やはり
戦争などの歴史的事件を題材にした絵を重要視するアカデミーの方針に
対しては反発して， 「若きミユンヒエン」の仲間に加わる29．こうしたプ
ッシュの経歴を見ると，美術学校での無味乾燥な技術習得や，権威主義
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に反対し，権威を美化せずに人間の生々しい姿を描いたオランダの巨匠
を評価するブッシュの立場が鮮明になる．ブッシュは19世紀の半ばにお
いて， ドイツの美術アカデミーが過去のみに目を向け，閉塞状況に陥っ
ているのを感じていたと思われる． この状況を打破するには, 17世紀の
ルーベンスの時代に戻るのではなく，新しい工業時代の人間の生活と結
びついた芸術を切り開かねばならなかった．ブッシュはアカデミーの
｢高尚な」美術にはなじめず，画家としては挫折したわけであるが， しか
しその挫折がばねとなって， 「高尚」な芸術からは軽視されていた大衆的
芸能と結びつき，現代漫画の元祖としての絵物語という新しい分野を切
り開くことができたのであった．つまり画家としての行き詰まりに直面
していたときに，ブッシュは「一枚絵」の経営者のブラウンと出会い，
大量の印刷によって，大衆と結びつく芸術へと向かうのである．プッシ
ュの絵物語の展開には， ドイツの芸術アカデミーに対する対決が前提と
されているという点は重視されなければならない．伝統的な「高尚芸術」
の規範を破壊しようとするブッシュの姿勢は， この作品ではとくに「宗
教画」の裏返しによる否定という形で表れている．
第三に新分野の開拓について述べれば，連続ページの絵物語という形
態が，文学と美術を統合した新しいジャンルである． この複合的ジャン
ルの開拓は美術的表現においても文学的表現においても新しい方法をも
たらした． とくに重要な点は，ブッシュがテクストの叙述のなかに同時
進行的， コラージュ風の並列的表現を開拓し，絵の表現のなかに時間的
な継起を持ち込んだという点である． これらは未来主義表現主義ダ
ダイズムといった20世紀の前衛芸術の基本的な原理の先取りであると評
価できよう．ハインリヒ．ホフマンの『もじゃもじゃペーター』 (D"
S""""〃〃e",1847年）は，ドイツにおける絵物語としては先駆的な作
品であるが，その絵は医者のホフマンが素人的に描いたもので，物語と
してもいくつかの短い場面がつなぎ合わされただけで，絵の洗練度の点
でも筋の展開という文学的なまとまりの点でも， まだ絵物語としては不
十分であり，その発展の発端を示しているにすぎないものであった．プ
ッシュは『マックスとモーリツ』や『聖アントニウス』など一連の連続
ページの絵物語で， この新しい分野を飛躍的に開拓し， ルードルフ・ダ
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－クスの『カツツェンヤンマー・キッズ』やジョージ・ハリマンの「ク
レージー・キャット』に直接的な影響を与え， アメリカ漫画の手本とな
って，その後の世界における漫画の発展の基礎を築いたのである．
最後に， この作品は反聖人伝説であると要約することができよう．民
衆的芸能を発展的に継承し，いわゆる「高尚」なアカデミック芸術に対
抗し，新しいジャンルへの挑戦をしたブッシュは， この作品においてカ
トリック教会への批判という方向にすべての努力を集中しているのであ
る．ブッシュ自身が， 「プロテスタントの考えのなかで成長したので，本
当の聖人や,罪業のない人間が現実に存在するというようなことは私に
は奇妙なことに思えた｣30と述べており，産業革命の時代にはもはや権
威ある教会の聖人伝説も揺らぎ始めていた． カトリック教会が大衆向け
に何世紀もの間キリスト教の偉大な人物を美化しわかりやすく語ってき
た聖人伝説が，ブッシュにおいては，聖人の生涯を叙述するという見か
け上同じような形式を取りながら， これが絵や文においてパロディー化
され，裏返しにされているのである．工業化時代においてメルヒェンの
形式を受け継ぎながらアンティメルヒェンが生まれたように，聖人伝説
(レケンデ）の形式を利用しながら反聖人伝説（アンテイレゲンデ）が誕
生したのである．ブッシュの時代にローマ教皇ピウス9世は時代錯誤的
にカトリックの権威を高めようと努力し, 1870年にバチカン公会議で
｢教皇不可謬性」を教義化さえした． こうした歴史的背景のなかでブッシ
ュのこの反聖人伝説はきわめてアクテュアルで，社会批判的な性格を持
っていたのである．
注
テクストは, Busch,Wilhelm:Gesα沈獅e"e肋戒e"sec"sB""e",(Hg.)Hugo
Wernel;Hamburgl982を使用した．テクストからの引用は文中に巻数とページ数
で示した．
1. V91.Houben,HeinrichHubert:陀幼0花"gZ,"emｵ"γ"0""γルノassisc"g〃〃〃
肱z"rGage""αγ#,Hildesheim/ZUrich/NewYbrkl992(2.Nachdruckder
AusgabeBerlinl924).Bd､1,S.90.
2. Hoddis,Jakobvan:Weltende,i :Benn,Gottfried(eingeleitetvB):〃γノル〃s
g""ssio"航iSc舵"ﾉtz"ze""ts,5.Aufl.Wiesbadenl974,S.83.
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Lessing,GottholdEphraim:LaokoonoderUberdieGrenzenderMalerei
undPoesie,in:Lessing:Gesα郷加e"g肌戒e/"ze""B""",(Hg.)PaulRilla,
2.Aufl.WeimarundBerlinl968,Bd.5,S.130.
ヤコブス・デ・ウオラギネ，前田敬作他訳『黄金伝説｣,1979年，人文書院
(京都)，第1巻，244ページ以下参照．
同上書， 244-245ページ．
TEichmann,Wolfgang:Wasihnbetrifft,in:T℃ichmann,Wolfgang(Hg.):
DaS〃CheB"SC"-B"ch,8.Aufl,Berlinl982,S.504.
Beck,JamesH.,若桑みどり訳mWtz2"0j(日本語版),1976年，美術出版社
(東京)，145ページ．
同上書， 85および135ページ．
同上書, 91および169ページ．
『黄金伝説j,第1巻220ページ参照．
Vgl.Kubbernuss,Walter:W""〃γsα柳eRe煙れ〃"dAbe"re""desF)'e"eγγ〃
"2""y""s〃0〃M""c"加況se",Bodenwerder/Wesero.J.,S.6.
ポール・ラフォン，大出学訳『ヒエロニムス・ポッスーその芸術・影響・流
派』, 1976年，牧神社（東京),151ページ以下参照．
Linfert,Carl,西村規矩夫他訳『Hi"0"y""sBりsc"1(日本語版),1976年，美
術出版社（東京)， 78ページ以下および136ページ以下参照．
Vgl.Houben,a.a.O,S.90undWerner,Hugo:DerweiseSp6ttel;in:Busch:
Gesα"､加e"2肌戒〃〃sec"sB""e",a.a.0,Bd.1,S.17.プッシュがミュンヒェ
ンで発表したのは， 『聖アントニウスの誘惑一バレー』 (DieVersuchungdes
HeiligenAntonius-einBallet)という題の15枚の連続絵の物語であったと，
フーゴー・ヴェルナーは述べている．
Vgl.Kraus,Joseph:W"〃e伽B"sc",ReinbeckbeiHamburgl970(rowohlts
monographienl63),S.44ff,auchHouben,a.a.0,S.90undWerneI;a.a.O,S.17.
Vgl.Houben,a.a.O,S.90.ヴェルナーはブッシュがこの原稿を900ターラーで
ハルベルガーに売ったと述べている (Bd.l.S.18).
Vgl.Houben,a.a.O,S.90,Wernel;a.a.0,S.18undLammel,Gisold:De"tsche
K"γ脱α加沌",Stuttgartl995,S､196.ラメルはハルベルガーが500ターラーでシ
ヤウエンベルクに版木を売ったとしている．
Vgl.Houben,a.a.O,S.90.
Vgl.a.a.0,S.92.
Kraus,a.a.0,S､63.
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21. Hauben, a.a.O, S.92. 
22. Aa.O, S.90. 
23. A.a.O, S.90. 
24. A.a.O, S.92. 
25. A.a.O, S.92. 
26. A.a.O, S.92. 
27. A.a.O, S.92. 
28. 7-;, 1/.:,. 1±, Kritik des Herzens, Zu guter Letzt, Schein und Sein c ~' '? 3 "'.J 
O)~~fH·~ L -n,7., (Bd.6, S.65ff.). 
29. Vgl. Teichmann, Wolfgang : Nachwort zu : Wilhelm Busch, (Hg.) Wolfgang 
Teichmann, Berlin 1978, S.79ff. und Werner, a.a.O, Bd.l, S.14ff. 
30. Wilhelm Busch, an Moritz Schauenburg am 12. Aug. 1870, zitiert aus : Kraus, 
a.a.O, S.62. 
Über Der Heilige Antonius von Padua 
von Wilhelm Busch 
Yukihiko USAMI 
Wilhelm Busch schloß seinen Heiligen Antonius um 1864 ab, in etwa 
fast dergleichen Zeit wie sein bekanntes Werk Max und Moritz. Obwohl 
das letztere auch vom Verleger Heinrich Richter abgelehnt wurde, wurde 
es sehr schnell zu einem der populärsten Bücher im 19. Jh., nachdem es 
1865 bei Casper Braun in München erschienen war, während sich der 
Geschichte des Heiligen keine Gelegenheit bot, veröffentlicht zu werden. 
So mußte sie 6 Jahre lang unbeachtet bleiben, bis sie schließlich 1870 
von Moritz Schauenburg herausgegeben wurde. Der Grund dieser 
unterschiedlichen Behandlung der beiden Werke liegt wohl in der 
Qualität der kritischen Aggressivität. Während auf der einen Seite die 
Streiche der Lausbuben als Humor geduldet werden konnten, wenn sie 
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auch provokatorische Angriffe auf die bestehende Ordnung beinhalteten, 
mußte die frontale Kritik an der katholischen Autorität auf größeren 
Widerstand stoßen. 
Als Charakteriska dieses Werkes kann man mindestens folgende vier 
Punkte angeben: 1) Volksverbundenheit, 2) Überschreitung der ästheti-
schen Norm, 3) Eröffnung einer neuen Ebene und 4) die ,,Anti-Legende". 
Busch ging eigentlich von der volkstümlichen Tradition des Bilder-
bogens aus, die mit den heiligen Bildern für das Volk im 14.Jh .. begann 
und in der Mitte des 19.]hs. als Medium des Volks in der Zeit vor der 
massenhaften Verbreitung der Zeitung und Zeitschrift ihren Höhepunkt 
erreichte. Geschichtlich gesehen, steht Busch als Vermittler im Über-
gangsprozeß vom volksverbundenen Bilderbogen zu den massenhaften 
Comicstrips im 20.Jh. Insofern ist. das ganze Werk von Busch von 
Anbeginn an schon volksverbunden. Im Text dieses Werkes benutzt 
Busch die Form des volksnahen Knittelverses und auf die Struktur der 
Handlung und die Darstellung der Bilder wendet er die Elemente der 
Technik des Volksmärchens an: z.B. die Steigerung der Handlung durch 
die Wiederholung gleicher Gesprächteile, den Kontrast zwischen zwei 
extremen Polen, die irreale kartenhaushafte Schilderung, die Betonung 
der Kontur gegenüber dem Detail usw. So kann man sagen, dieses Werk 
steht sowohl im Wort als auch in der Bilddarstellung in der Tradition der 
volksverbundenen Kunst. 
Das Werk von Busch entstand im Prozeß des Scheiterns eines eigent-
lichen Malers. In seiner Jugend versuchte er wiederholt Maler zu werden. 
Aber die Richtung der damaligen Akademie in Deutschland stieß ihn ab. 
Die nüchterne mechanische Zeichenübung in Düsseldorf und die 
beschränkte Wahl der historischen großen Stoffe in München konnten 
in ihm kein Gefühl der produktiven Schaffensfreude wecken. Zwar übten 
die humanitären Gemälde der alten holländischen Maler, die die Wirk-
lichkeit des menschlichen Lebens ungeschminkt behandelten, auf ihn 
starke Einflüsse, aber er konnte im 19. Jh. nicht mehr diese Kunst nach-
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schaffen, die ihn überwältigte. Gegenüber der „hohen" Kunst der Akademie 
mußte er neue Wege heraussuchen, die er in der Zusammenarbeit mit 
der modernen Technik (Massenproduktion des Bilderbogens für das 
Volk) finden konnte. Es entstand also eine volksverbundene Kunst unter 
der Voraussetzung, daß die Norm der damaligen Kunst der Akademie 
abgelehnt wurde. Ein typisches Beispiel dafür in diesem Werk ist die 
Ablehnung bzw. die Umwendung der religiösen Malerei. 
Durch die Umarbeitung des Bilderbogens zur Bildergeschichte in 
Buchform eröffnete Busch der Volkskunst eine neue Ebene. Ihm folgten 
besonders die Amerikaner, Rudolph Dirks, George Herriman u.a. und es 
folgte dann die große Verbreitung der Comicstrips. Busch nahm in diesem 
Sinn die massenhafte visuelle Kunst des 20. Jhs. vorweg. Besonders seine 
Einführung der gleichzeitigen und montagehaften Darstellung unter-
schiedlicher Gegenstände sollte als eins der frühsten Beispiele jener 
Kunstrichtung in Deutschland gewertet werden, die dann besonders 
Anfang des 20. Jhs. von Futuristen, Expressionisten und Dadaisten als 
Collage- und Montagetechnik und als Simultaneität versucht und 
verwirklicht wurde. Im Vorwort seines Antonius stellt Busch Schlag-
worte aus der Zeitung zusammenhanglos nebeneinander dar. Oder er 
beschreibt zwei verschiedene Situationen gleichzeitig (z.B. Antonio und 
Julia im Zimmer und ihren zurückkommenden Mann vor der Tür in 
einem Bild). Er trug durch seine zahlreichen originellen Erfindungen 
zur Entwicklung einer neuen Kunstrichtung viel bei. 
Den Heiligen Antonius von Padua kann man als „Anti-Legende" auf-
fassen. Durch die lange Tradition der katholischen Kirche entstand die 
Gattung Legende, in der das Leben und die Größe eines Heiligen 
literarisch, oft durch Phantasie übertrieben, aber sehr verständlich für 
das Volk dargestellt wird. Diese Gattung, die den Heiligen verherrlicht, 
wandte Busch parodistisch um, indem er ihre Form und Elemente 
benutzte. Das beste Beispiel solcher Umwendung in diesem Werk ist die 
Kehrseite des Marienbilds. Wie in den bekanntenn Marienbildern von 
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Raffael wird eine große Figur der Maria in der Mitte dargestellt und 
oben schweben viele Engel. Aber die Engel zeigen ihre Hintern und 
Maria ihren Rücken. Sie winkt mit der rechten Hand und es scheint, als 
ob sie, die als Gegenstand der religiösen Kult galt, nun sagen wollte: 
,,Ade!" Dies ist ein symbolhaftes Bild der Anti-Legende. 
105 
